
私は、技術科教育の教育研究に
携わって半世紀になる。現職教員
として初任の頃から「ものづくり
教育の面白さとやりがい」を感じ、
変化することなく自分ごととして
大切に持ち続けている。その要因
として、ものづくり教育の創造力
のダイナミックさや対面する生徒
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「自分ごと」として
取り組むことの大切さ

の顕著な成長に遭遇できる喜び等
がある。その経験は、すべて「自
分ごと」として生き方や考え方及
び人柄にまで影響を及ぼしている。

高度情報化社会の中で、多くの
若者の生活実態が変化している。
時短や効率を求めることがトレン
ドとなり、同じことでも短時間で
対応するコスパ（効率主義、要領
のよい生き方などのこと）に価値
があると考えている。その結果、
映像や画像を倍速視聴やネタバレ
許容（視聴）で楽しむコスパ重視
で、自分の好きなものにお金や時
間、熱量をかける。日々の生活で
は、朝起きたらすぐインターネッ
トにつなぎ、動画で寝落ちするま
で一日中スマホを離さない。
SNS の普及で、友達同士いつで
も連絡ができ、それへの反応を求
められる。そのため、流行ってい
る映画や YouTube を観ていな
いと友達と話が通じない、自己の
存在を示すことができないと思
う。若者は、共感することや承認
されることで自己肯定感を持とう

若者を取り巻く背景から２

としている。
このように、間接的でバーチャ
ルな世界が広がり、個々人の生き
方に影響を及ぼしている一方、リ
アルな世界やリアルな生き方の大
事さを再確認する傾向も散見され
る。そこで「自分ごと」という文
言に焦点を当て、「自分ごと」と
して取り組むことの大切さについ
て考究する。

これまで「他人ごと」という言
葉は日常的によく使われてきた
が、「自分ごと」は恒常的に使用
されてこなかった。その必要がな
かったからである。情報の供給過
多で生活する中で、孤立感や無責
任な風潮が蔓延する今こそ、「自
分ごと」の大切さが浮上している。
「自分ごと」のリアルな現実対応
として、情報を選別し取捨選択す
る自身の課題とすることが求めら
れている。
次に、「自分ごと」を取り上げ
ている書籍から考察を加える。
桑畑英紀らは、企業（（株）電通）

いま求められる「自分ご
と」としての取り組み
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筆者現職教員時代の授業の様子



の社員の意識や行動を変革する手
法として、「自分ゴト化」の取り
組みでモチベーションの向上とと
もに、企業に対するロイヤルティ
の形成やソフトパワーの充実と競
争力強化が実現すると論じてい
る。社員が会社のブランドを実現
する主体であることを自覚し、当
事者意識を持って行動できる状態
になることを「自分ゴト化」と定
義し、主体的に行動することの大
切さを述べている１）。
同じく企業の人材育成として、
博報堂DYグループエンゲージメ
ント研究会では、人々は莫大な情
報に囲まれ、メディアを通して流
れる情報の99％をスルーし、選
ばれた1％が「自分ごと」である。
多くの人に伝播され、社会を動か
すカギは「自分ごと」にあると論
じている２）。
次に、学校教育に関わって、菊
地栄治は社会、経済、教育等のあ
らゆる現象の課題や問題を「他人
ごと≒自分ごと」、つまり同一化
する必要性を述べ、すべての社会
領域の多元的生成モデルに基づい
て「自分ごと」の意義を論じてい
る。「他人ごと≒自分ごと」とな
るためのフェーズとして、Ⅰ .「他
人」と「自分」は同じ人間だが「い
かにわかっていないか」を自覚、
Ⅱ .「他人ごと」と「自分ごと」
の出来事を重ねられる空間、
Ⅲ . 身体レベルを含め「切実さ」
次元での出遇い、Ⅳ .「他人ごと」
や「自分ごと」の背景にある構造
に踏み込む学び、Ⅴ .「自分ごと」
として気づいたことを「他人ごと」
へと転換するプロセス、の重要性
を述べ、教育改革が疎かになって
いると警鐘を鳴らしている。その
課題を、①主体的・対話的で深い

学びを「他人ごと≒自分ごと」で
再構築できるか、②学校で起きて
いる課題について、他人ごとをい
かに自分ごと化できるか、③「社
会の限界性」をふまえた社会的課
題の解決という視点で捉えられる
か、と挙げている３）。これらは「自
分ごと」の大切さを求めるフェー
ズと、新しい教育の在り方に示唆
を与えている。
新しい教育の学習評価の視点で
ある「主体的に学習に取り組む態
度」の「主体的」は「自分ごと」
に通じ情意を含めた態度形成と考
えられる。具体的には、学校教育
における学び合いは、社会のこと、
政治経済のこと、友達や地域の
人々のこと等、すなわち人間生活
に関わる出来事で、そこで生じる
課題を「自分ごと」としてとらえ
られる力や態度を求めている。鈴
木秀幸は、学校教育の究極の目標
は、生徒が自立した学習者になる
ことで「主体的に学習に取り組む
態度」の育成をめざす取り組みで
あると論じている４）。このことか
らも、「自分ごと」の究極の位置
づけは、学校教育の目標であり、
学習指導要領が求めている教育課
題と考えられ、具体的には「主体
的に学習に取り組む態度」を育む
ことである。

人は集団（社会）の中で暮らし
ている社会的動物と言われ、個性
や自分の特徴を示し、他と違う自
分の存在を大切に生きている。そ
こに「自分ごと」として取り組む
ことの大切さが存在し、他者との
関係で社会生活を送り､ 多様な課

まとめ４

題を「自分ごと」として主体的に
取り組む態度が求められる。
本稿をまとめると、以下のよう
になる。
〇 若者の多くは、SNS の普及な
どにより、「いいね」などの承
認欲求を満たすとともに、共感
する生き方を求められている。
〇 企業での変革や人材育成及びブ
ランド実現は、働く個々の社員
が当事者意識を持って「自分ご
と」化して行動することがカギ
になる。
〇 あらゆる現象において「他人ご
と」と「自分ごと」を同一フェー
ズに位置づけ、多様な課題を「自
分ごと」として「主体的に学習
に取り組む態度」の育成を求め
ていく必要がある。
以上のことを手がかりに、「自
分ごと」として取り組むことの大
切さを再確認することが重要で、
これからの課題でもある。その追
求を通して、人間同士が関わりな
がら互いに共感や承認し合って、
個々に自己肯定感の持てる社会や
環境をつくっていくことをめざし
たい。
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